
小学校３年生の社会科の単元「古い道具と昔のくらし」

現代っ子らしい思いもよらない質問が殺到しました。
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小学生の社会科見学！

市内の小学校の３年生が「古い道具の使い方や昔の暮らし」について来館して学習しました。

歴史民俗資料館には、明治・大正・昭和の時代の生活道具がたくさんあります。子どもたちにとっては、お

じいさんやおばあさん、あるいは、ひいおじいさんやひいおばあさんが子どもの頃に使っていた道具です。教

科書の写真でしか見たことがないものに興味津々。展示室にある古い道具をじっくりと観察しながら、「体験

コーナー」で実際に道具を使ってみて当時のくらしが今のくらしとはずいぶん違っていたことに驚いていまし

た。

例えば、冷蔵庫やテレビ、洗濯機は、今のものと形や大きさが異なります。また、昔、使っていたあんど

んや灯油ランプ、ガス灯などは今使われている照明器具とは違って、電気を使っていません。

年配の方々にとっては実際に何十年も使ってきた懐かしい道具で、ありふれたものと感じるかもしれません

が、子どもたちにとっては、テレビや写真などでしか見たことがないもので、実際に目の前にしてめずらしい

と感じる道具ばかりではないでしょうか。

当館の展示は、『くらしのうつりかわり』を基本としています。

これは、小学校３年生の社会科の単元「古い道具と昔のくらし」の学習をお手伝いする

ことを目的としているからです。



３月３０日、歴民桜の大樹を愛でながらの観桜茶

会が行われました。今年で３回目を迎えましたが、初

めて桜の開花に合わせて開催することができまし

た。夜にはライトアップの試みもいたしました。

抹茶のサービス、琴の連弾、尺八の演奏、ジャズ

ピアノの演奏などが会場を盛り上げました。

～協力～

【呈茶】南澤文子社中・新井田紀久子社中・山﨑

糧平さん・大熊正行さん

【箏・尺八演奏】高須和子さん・明妻薫子さん・石

井博子さん・菅野秀さん・小松崎剛さん

【ピアノ演奏】南澤大祐さん

「桃の節句と雛人形」を開催しました

桃の節句に向けて市内の家に伝わったもの等、

雛人形を飾り、２月２４日には東玉・人形の博物館

の大島一敏さんをお招きして講演を行いました。

市内野火止の旧家に明治時代中頃に飾られたお雛様
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第３回 歴民でお花見を！

『歴民観桜の集い』 好評でした



第１回目の歴史民俗資料館での講演の様子

第２回目は入間市博物館の展示で館外学習

歴民講座～触れて発見！～

「色々な石、土器のいろいろ」

石と土器の講座を開催しました。

６月１４日の第１回目は鉱物愛好家の相馬滋氏を

講師に「太古から未来までの石にまつわる話」。人

類の歴史より遙かに長い宇宙の歴史をはじめ、隕

石から知ることのできることや、海がなぜしょっぱ

いのか、クォーツ時計にみる水晶の特性など壮大

な話を伺いました。

２１日の第２回目は市の笹川学芸員による「縄文

土器や弥生土器の話」。それぞれの特徴や、新座

市の出土品の傾向、なぜ市が発掘を行うのかな

ど、発掘

担当な

らでは

の話を

聞くこ

とがで

きまし

た。

５月１６日と２３日の２日間、入間市博物館の工

藤宏学芸員を講師として「狭山茶の歴史と文化」講演

と館外学習を行いました。

幕末以降に八王子の商人が介在して横浜から海外

に出荷されていたことから以前は「八王子茶」と呼ば

れたこともあったこと、「自園・自製・自販」という

システムが狭山茶の特徴であることなど、身近にあり

ながら知らなかった狭山茶のお話について伺うこと

ができました。

歴民講座

「狭山茶の歴史と文化」

資料館の展示解説もありました（第２回目）

園庭にある石の解説もありました（第１回目）

狭山茶の新茶で美味しいお茶の淹れ方を体験

新座の遺跡展
３月２６日から５月１２日まで市教育委員会

が平成２９年に実施した栗原遺跡（第１地点）の

発掘調査における出土品の展示会が当館で開催

されました。

この夏（7/20

～9/1）には

「大和田カミ

遺跡群」の出

土品を展示

します。

（担当 :生涯学習
スポーツ課）



昨年の参加者の作品から

大型連休中の５月２日、「歴民で自由に遊ぼう！」を開催しました。

午前中は思いっきり遊ぶ時間。竹の弓矢に竹のけん玉、竹の紙鉄砲に竹のぽっくり、竹の輪投げなど、

新座産の「竹」で作った遊び道具に子どもたちは時間も忘れて遊んでいました。

午後は、「自分で作ってみよう」の時間。「押し花のしおり作り」の

コーナーも加わり、どれか

ら作ろうかと迷う姿も。

作ったものをお土産に、

笑顔で家路につきました。

夏休み子どもチャレンジ講座

7/27（土）開催!!

「歴民ドキ土器体験教室」
の参加者を募集します

夏休みの思い出に、粘土をこねながら思い思い

に「土器」を作りませんか？

自分だけの作品、何を作ろうか、イメージを膨

らませてみてください。

・日 時：令和元年７月２７日（土）

午後１時３０分～４時３０分

・対 象：市内在住の小学生２０名（申込順）

・費 用：２００円（粘土代）

・持ち物：筆記用具・エプロン・タオル

※当日は汚れてもいい服装でお越しください

・申込み：７月２日（火）から直接又は電話

で歴史民俗資料館まで

“あなたの願いを短冊に”お待ちしています

多くの家族連れにお越

しいただきました。


